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2Mp28 　植物病原菌 Pantoea 　ananatis の ク オ ラ ム セ ン シ ン
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【目的】多 くの グラ ム 陰性病 原性 細 菌 は、シ グナ ル 物質 で ある ア シ ル化 ホ モ

セ リ ン ラ ク トン （AHL ） を介 した 細胞 間 情 報 伝達 機構ク 才 ラ ム セ ン シ ン グ

に よ り 、そ の 病 原 性 の 発現 を制 御 して い る。本 研 究 で は、バ レ イ シ ョ

（Solan．um 　te．Lberosum ） 葉面 に 生 息 す る細 菌群 集の 中か ら AHL 分 解細菌 を 学

離す る とと も に、その AIIL 分解 機構 を解析す る こ と を 目的 と した 、
【方法及び 結果】長 崎県及び 福 岡県に て採 取 した 24枚の バ レイ ン ヨ 葉 か ら

ラ ン ダ ム に 109 の 細菌株 を単離 し、それ ぞれ に つ い て AIIL分 解 活 性 を 調 査

した と ころ、且6株の AHL 分解細菌 を 単離する 亭に 成功 した 。これ らの 単 離

株 に つ い て 16S　rRNA 系統解析 を行 っ た と ころ 、半数以 上 が ，Mic．’・rebacteriu ．m
iestaceumと近縁で ある こ とが明 らか と な っ た。さ らに 、単離 したM ．　testat／e・um
に つ い て AHL 分解機 構を調 べ た とこ ろ 、AHL の ラ ク b ン 環 を加 水 分解 して

不活 性化 する AHL ラク トナ ーゼ 活性が検 出され た c 現在、本菌株か らAHL

分解遺伝子の ク ロ
ー

ニ ン グ を行 っ て い る と こ ろで あ る。

【目的】J，a・ntoea　ananatisはイネ やタマ ネ ギな ど様 々 な 植物に 対す る病原菌で

あるc 我 々 は．環境 中か ら単離 した尸 硼 α 欄 齠 SK−1株が クオ ラム セ ン シン

グの シ グナル 物質 で ある ア シ ル 化 ホモ セ リン ラ ク トン （AIIL〕 を生 産 す る

こ とを明 らか に し、AHL 合成遺伝 子 （eaTtl ） と AHL レ セ プタ ー遺伝 子

（f，anR 〕をクロ
ー

ニ ン グ す る こ とに 成功 した 。　eanliE 壊株 は EPS生 産 が 欠失

し、外部か ら八HL を添加す る こ とで 再び EPS 生産 が現れ る。そ こ で本 研究

で は 、菌体外多糖 （EPS｝生 産 とクオ ラム セ ン シ ン グ との 関係 につ い て詳

細な 解析を 行 っ た。
【方法 及 び結果】SK−1株はLB培 地上で はEpS を生 産 しない こ とか ら、　tt　tt
な 培 地 添加 物 を混合 した LB 培地上で EPS 生 産を調 べ た とこ ろ、グル コ ー一
ス 、フ ル ク ト

ー一
ス 、ス ク ロ

ー
ス を添加 したLB 培地で EPS を生 産する こ とが

明 らか とな っ た 。次 に 、トラ ン ス ポ ゾン を用い て EPS 非生産 変異株 を取得

し、変 異点 を調 べ た と こ ろ、　R 　ananais と近縁種で ある魚 鰤 侃 ∫胤 1σ勲 の EPS

生 産 レ ギ ュ レ
ー

タ
ー

で あ る rcs
’A と相同性の 高い 遺伝子内部に トラ ン ス ポ ゾ

ンが 転 移 し た こ とが 明 らか とな っ た。現在、ク オ ラム セ ン シ ン グ に よ る π ∫！1

の 遺 伝 干 発現 制 御 機構に 関 して 解析 を行って い る とこ ろ で あ る．
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